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六斎保存の現状

と担い手の課題

様々な理由で六斎から離脱

学校やクラブ活動、習い事などで、時間が

取れなくなった子どもは、自然と練習会に参

加しなくなり、さらに、中学生になるとクラ

ブ活動への影響や進学塾に通うなどで関心の

希薄化による離脱が見られます。

子どもたちにとつて練習会は、楽しむ場と

しての意味が強く、六斎以外に自己表現につ

ながるものが出て来た場合に、六斎からの離

脱が生じると考えられます。また、保存会の

厳しい指導、怒られたり、他のことに関心が

移行して飽きてしまう場合や、人前に出るこ

とに恥ずかしさを感じるようになる場合もあ

ります。

競争意識 (ライバル心)の芽生え

子どもたちは、練習の成果で技術が向上す

ることによって、上手に太鼓が叩けるように

なることや、友達より上手に太鼓を叩きたい、

また、祖父の影響で幼稚園から太鼓を叩いて

いる子どもは、他の友達には負けられないと

いうライバル心が芽生えはじめます。

例えば、四つ太鼓で最後に叩くのを「上げ」

といい、太鼓で花形とされ、年齢に関係なく

実力のある子どもが最後の「上げ」を取ると

しヽうことになりますが、指導にあたる学校の

先生からは、そのことを子どもたちに納得さ

せるのが難 しいといいます。特に、教育的な

配慮が出来にくく、実力主義やライバル意識

のところの指導が難しいといいます。保存活

動に参加するかしないかは、子どもたちの自

由で、今は町内会も絶対的な影響力を持てな

いため、六斎に参加することはあまり強制的

に出来ません。遊びやゲーム、習い事の多様

化で何を学ぶか、何を楽しむかも自由で、そ

の受け皿となる学校以外の学習や趣味の場と

同じように、子ども六斎会が存在します。

六斎に参加する理由としては、自己実現を

通じた楽しさが重要になります。指導する立

場で、どのようなに楽しく練習させるかの工

夫をしなければなりません。

現在、子ども六斎会には、周辺地域からも

参加 しており、地域文化に関わりたいという

子どもたちも徐々に現れていますので、NPO

が実施する「六斎体験教室」や、研究会の

「六斎寺子屋」などで、いかにして楽しく参

加するかなど工夫をしていく必要があります。
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リーダー育成の形成

子ども自身が自主性や主体性を持ち、六斎

保存会や獅子の如くの活動を通して、リーダ

育成を視野に入れることも重要な一つと考え

ています。

これまで解放運動をはじめ、人権・教育 。

文化・安全安心など、まちづくりに携わる中

で、理想とする組織リーダー像は、状況によっ

てリーダーを交代するということです。これ

まで解放運動に携わり、運動によって学んだ

経験からです。現在、社会やNPOな どの組織

は、複雑かつ急激な状況が変化する中、果た

して一人のリーダーがすべての問題を引き出

し、組織としてまとめて行くことが出来るの

かという疑間がありました。そこで、これま

での経験で感じたのが専門分野制でした。

当時、NPO組織を立ち上げたという責任感

もあり、自分一人で強固な組織をつくること

が使命だと考えていました。組織の根幹をな

すのは、人の力が重要でした。人がしっかり

していなければ、強い組織はつくれません。

組織の基盤となる自立する人をどうまとめ

るかを常に念頭におきました。

組織全体を収集しての会議や、個々のモチ

ベーションアップのための情報収集、あるい

は各専門部別で会議を開くなど、各部門でま

とまりを重視することを心がけました。しか

し、その専門部体制では、組織全体のバラン

スが崩すれる恐れ もありました。周囲から

「リーダー放棄」 「職務怠慢」等々、組織事

態に亀裂が出ることもありました。

専門部別体制を確立することで、自立した

人が集まる組織づくりに取り組むことで、知

識を吸収する柔軟性、総合的な組織力の向上

につながることを意識し、組織建設に取り組

むことができたと考えています。

解放運動の先輩からリーダーについて伺 う

と、解放運動やまちづくり等、しっかりした

ビジョンを持たない人には、リーダーは無理

と話されのが印象に残っています。

ビジョンや能力があれば、例え若くてもリー

吉祥院天満宮六斎奉納にて

ダーにするという。若い熱意のある者にやら

せることで、その組織の活性化につながると

いう発想です。

地域の伝統文化の「技」を育てるとともに、

六斎を理解し、社会に発信する人材を育て、

いわゆる学芸員のような歴史的意義を伝える

役割を担う伝承者を育成することも研究会の

使命でもあると考えています。

六斎の歴史や思想、理論を習得し、価値付

ける力を育てる必要があります。

公演やワークショップの企画、パンフレッ

トや広報誌などの発信力を鍛える他、文化交

流を図り、保存会を支え、企画、発信してい

く人材が欠かせません。六斎が息づく吉祥院

の地の利を生かしていきたいと考えています。

現在、獅子の如くの会員に六斎の活性化を

目指す熱意の持った若い会員が徐々に集まり

つつあります。

近い将来、次世代にバ トンを渡して、獅子

の如くや六斎保存会を引っ張っていける若い

リーダーに託したいと考えています。
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